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令和４年度 国有林モニターアンケート調査結果（概要） 

 

1. 目的 
本調査は国有林モニターの方を対象に国有林に関する関
心、意見、要望を伺い、国有林野の管理経営の参考とする
ことを目的とする。 

 
2. 調査期間 
令和 5 年 2 月 3 日～令和 5 年 3 月 20 日 

 
3. 調査対象 
九州森林管理局の国有林モニター 32 名 

 
4. 調査方法 
九州森林管理局ホームページの回答フォーム、もしくは郵
送回収による。 

 
5. アンケート回答者 
26 名（回答率 81％） 

年代 人数 比率（％）

20代 0 0%

30代 0 0%

40代 5 19%

50代 9 35%

60代以上 12 46%

計 26 100%

アンケート回答者（年齢別内訳）

県 人数 比率（％）

福岡県 11 42%

佐賀県 0 0%

長崎県 2 8%

熊本県 3 12%

大分県 6 23%

宮崎県 1 4%

鹿児島県 2 8%

沖縄県 1 4%

計 26 100%

アンケート回答者（県別内訳）
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6. アンケート結果概要 

九州森林管理局の情報発信について 
九州森林管理局の広報誌・ホームページについて【問Ⅰ-
7】にて意見を伺ったところ、分かりやすい、という意見が
あったものの、情報が込み入ってて見にくい、文字が小さ
い等の意見も見られた。 
主な意見 

 専門的な情報も多すぎる。 
 レイアウトが込み入っている。 
 文字ばかり。文字が小さい。 
 専門的な情報も多く、取っつきにくい。 
 もっと見やすく。 
 取組全般や地図等の充実を。 

 
 
九州森林管理局の管理経営・取組事業の「①安心・安全
な暮らしの実現」、「②自然環境・生物多様性の保全」、
「③持続的な林業の確立」、「④木材の安定供給・利用の
推進」、「⑤森林とのふれあい推進、地域との連携」の５つ
について【問Ⅰ-8】にて最も興味があるものを１つ選んで
いただいた。 
最も多かったのは「②自然環境・生物多様性の保全」で８
人（31%）、次いで「①安心・安全な暮らしの実現」で７人
（27%）となり、「⑤森林とのふれあい推進、地域との連携」
で６人（23%）、「④木材の安定供給・利用の推進」で３人
（11%）、「③持続的な林業の確立」で２人（8%）と続いた。 
 
意見を伺ったところ、全ての取組でその重要性を感じる意
見と同時に周知・広報不足の意見があった。 
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レクリエーションの森について 
レクリエーションの森の紹介ページ（ウェブサイト）で知り
たい情報を【問Ⅱ-6】にて求めたところ、「場所やアクセ
ス」、「施設や設備」、「イベントなどの最新情報」の３つが
同率で一番多かった。 
【問Ⅱ-8】レクリエーションの森の意見（自由記載）を求め
たところ、レクリエーションの森の宣伝や PR 不足、その対
策としてイベントによる周知、紹介ページの改善等の意見
を頂いた。 
 
主な意見 

 他機関と連携した宣伝、周知拡大 
 イベントやツアーの企画 

 

7. 別添資料 
アンケート集計結果 



別添 

- 1 - 

令和４年度 国有林モニターアンケート集計結果 

 

設問Ⅰ 九州森林管理局の情報発信について 

 

問Ⅰ-1（質問） 

普段、情報の入手に当たってどのような媒体を利用されますか。 

選択肢から当てはまるものを選択（複数選択可）しボックスにチェック（☑）をお願いし

ます。 

① □ インターネット 

② □ テレビ 

③ □ 新聞 

④ □ ラジオ 

⑤ □ 雑誌 

⑥ □ その他 （                  ） 

 

問Ⅰ-1（回答） 

 

⑥  その他：情報誌、口コミや何らかの研修会や学習会などへの参

加  

23人

16人

16人

9人

10人

2人

0人 5人 10人 15人 20人 25人

①インターネット

②テレビ

③新聞

④ラジオ

⑤雑誌

⑥その他
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問Ⅰ-2（質問） 

九州森林管理局のホームページはご存じでしたか。選択肢から当てはまるものを１つ選択

し回答欄に番号を記入ください。 

①  モニターになる前から知っていた（モニターになる前から利用・閲覧していた） 

②  モニターになってから知った（モニターになってから利用・閲覧した） 

③  知らなかった（利用・閲覧していない） 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-2（回答） 

 
  

① 6人

23%

② 17人

65%

③ 3人

12%

①モニターになる前から知っていた（モニターになる前から利用・閲覧していた）

②モニターになってから知った（モニターになってから利用・閲覧した）

③知らなかった（利用・閲覧していない）
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問Ⅰ-3（1）（質問） 

九州森林管理局のホームページについて、どのような印象を受けますか。選択肢から当て

はまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

情報量について 

①  多すぎる 

②  多い 

③  適切 

④  少ない 

⑤  少なすぎる 

⑥  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-3（1）（回答） 

 

  

① 2人

8%

② 5人

21%

③ 12人

50%

④ 0人

0%

⑤ 0人

0%

⑥ 5人

21%

①多すぎる ②多い ③適切

④少ない ⑤少なすぎる ⑥分からない
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問Ⅰ-3（2）（質問） 

九州森林管理局のホームページについて、どのような印象を受けますか。選択肢から当て

はまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

更新頻度について 

①  多すぎる 

②  多い 

③  適切 

④  少ない 

⑤  少なすぎる 

⑥  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-3（2）（回答） 

 
  

① 0人

0%

② 0人

0%

③ 14人

54%

④ 2人

8%

⑤ 0人

0%

⑥ 10人

38%

①多すぎる ②多い ③適切

④少ない ⑤少なすぎる ⑥分からない
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問Ⅰ-3（3）（質問） 

九州森林管理局のホームページについて、どのような印象を受けますか。選択肢から当て

はまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

レイアウトについて 

①  見やすい 

②  どちらかというと見やすい 

③  どちらかというと見にくい 

④  見にくい 

⑤  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-3（3）（回答） 

 
 

  

① 4人

16%

② 12人

48%

③ 7人

28%

④ 1人

4%

⑤ 1人

4%

①見やすい ②どちらかというと見やすい
③どちらかというと見にくい ④見にくい
⑤分からない
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問Ⅰ-3（4）（質問） 

九州森林管理局のホームページについて、どのような印象を受けますか。選択肢から当て

はまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

知りたい情報へのアクセスのしやすさ（目的ページへの到達のしやすさ）について 

①  アクセスしやすい 

②  どちらかというとアクセスしやすい 

③  どちらかというとアクセスしにくい 

④  アクセスしにくい 

⑤  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-3（4）（回答） 

 
  

① 6人

24%

② 11人

44%

③ 3人

12%

④ 1人

4%

⑤ 4人

16%

①アクセスしやすい

②どちらかというとアクセスしやすい

③どちらかというとアクセスしにくい

④アクセスしにくい

⑤分からない
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問Ⅰ-4（質問） 

国有林モニターの皆様に毎月お届けしております九州森林管理局の広報誌「広報九州」は

ご存じでしたか。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

①  モニターになる前から知っていた 

②  モニターになってから知った 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-4（回答） 

 

無回答：1 人  

① 3人

12%

② 22人

88%

①モニターになる前から知っていた

②モニターになってから知った
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問Ⅰ-5（質問） 

国有林モニターの皆様に毎月お届けしております九州森林管理局の広報誌「広報九州」を

含む資料について、選択肢から当てはまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入くださ

い。 

①  送付される資料は、すべて読んでいる 

②  全てではないが、半分以上は読んでいる 

③  資料のうち、興味のある部分等、一部を読んでいる 

④  まったく読んでいない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-5（回答） 

 
  

① 13人

50%

② 9人

35%

③ 4人

15%

④ 0人

0%

①送付される資料は、すべて読んでいる

②全てではないが、半分以上は読んでいる

③資料のうち、興味のある部分等、一部を読んでいる

④まったく読んでいない
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問Ⅰ-6（質問） 

広報誌に掲載される項目のうち、皆様がご参加可能な催しについてどのような情報を知り

たいと思われますか。選択肢から当てはまるものを選択（複数選択可）しボックスにチェ

ック（☑）をお願いします。 

① □ 植樹活動や下草刈り等のボランティア活動 

② □ 松葉かきやクリーン活動等の清掃活動 

③ □ 森林の機能や間伐等に関する講演会、セミナー 

④ □ 現地視察や森林教室等の勉強会 

⑤ □ その他 

 

問Ⅰ-6（回答） 

 

その他： 

・高齢のため草刈り等は無理である 

・レクレーションの森についての情報をいろいろと知りたい 

・地球温暖化対策で日常的にできる活動（森林関係で） 

  

15人

7人

13人

18人

3人

0人 5人 10人 15人 20人

①植樹活動や下草刈り等のボラン

ティア活動

②松葉かきやクリーン活動等の清掃

活動

③森林の機能や間伐等に関する講演

会、セミナー

④現地視察や森林教室等の勉強会

⑤その他
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問Ⅰ-7（質問） 

九州森林管理局の情報発信（ホームページ・広報誌等）についてお考え（感想・指摘・提

案・あり方・PR 方法等）がございましたらご記入ください。（自由記載欄） 

 

問Ⅰ-7（回答）（主な意見） 

不定期でいいので目新しい情報や心がワクワクするような取り組みを少しず

つでいいのでまずやってみて欲しい。 

ホームページ・広報誌どちらも分かりやすいと思う。 

当該ホームページを拝見したが、情報がやや多すぎる感じがある。何かしら

情報をもっと見やすくする取り組みが必要かなと思う。 

「林野庁の偽サイトにご注意ください（注意喚起）」 という掲示に驚い

た。対策など宜しくお願い致します。 

九州森林管理局のホームページについて、掲載している情報量や内容はよい

と思うが、レイアウトがやや込み入っている印象を受ける。もう少し整理し

て、すっきりしたレイアウトにできないだろうか。情報の検索も容易になる

と思われる。 

前もってイベント情報を掲載してもらえると参加出来るイベントがあるか

も、と思う。ほとんど「開催されました」という事後報告な気がする。 

・文字ばかりなので工夫した方が良いと思う。 

・九州森林管理局の活動内容や活動の名前を知っている人には良いと思う

が、それぞれの名称を知らない人にはクリックして中身を見るまで行かない

気がする。 

・スマホしか家にないので見づらい。 

（次項へ続く） 
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問Ⅰ-7（回答）（主な意見）（続き） 

丁寧な情報発信と思うが、専門的な部分も多くもう少し分かりやすく取っつ

きやすいと楽しいかなと思う。 

・広報九州の文字が小さいのでもう少し大きく（写真も含め）するともっと

読みやすくなるのでは。老眼の者には見づらい。 

・取組全般について、体系的にセミナー等でご教示いただくとありがたい。 

地図関係が充実していると嬉しい。周辺との接続や、近くのトイレ等の情報

も。 

文字が小さく読みづらいので、あと１ランク上の大きさに変更を希望する。 

これからも森林が増えることのメリットを発信願う。 

広報誌は国有林モニターになって以来、毎回楽しく見聞させて頂いている。

内容も各地での活動や専門的資料など多彩で。記事を読むにつれ、広報誌内

での報告になっているようで、一般の人（森林関係者以外）にも読んでもら

えるような外の報道紙（新聞や市町村広報誌など）への掲載もあっていいの

ではと思う。 

国立公園めぐりスタンプラリーみたいに、国有林も作ったら、いろんな人が

もっと知ることができるのでは？と思う。もっと身近に感じることからした

方が、もっと多くの人に知ってもらえると思う。モニターになって、新聞や

山に行った時など、国有林森林管理局など目に入るようになった。 

紙がもったいないので、ホームページをもっと活用してほしい。 
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問Ⅰ-8（質問） 

九州森林管理局の以下の管理経営・取組事業について最も興味があるものを１つ選択し回

答欄に番号を記入ください。 

① 安全・安心な暮らしの実現（保安林、治山事業、地球温暖化対策の推進等） 

② 自然環境・生物多様性の保全（保護林・緑の回廊、希少野生生物の保護、世界自然

遺産等） 

③ 持続的な林業の確立（森林整備事業、鳥獣被害対策、林業の低コスト化等） 

④ 木材の安定供給・利用の推進（国有林材の安定供給、民有林と連携した木材供給

等） 

⑤ 森林とのふれあい推進、地域との連携（レクリエーションの森、森林環境教育等） 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-8（回答） 

 
  

① 7人

27%

② 8人

31%

③ 2人

8%

④ 3人

11%

⑤ 6人

23%

①安全・安心な暮らしの実現 ②自然環境・生物多様性の保全

③持続的な林業の確立 ④木材の安定供給・利用の推進

⑤森林とのふれあい推進、地域との連携
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問Ⅰ-9（1）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として安全・安心な暮らしの実現（保安林、治山事

業、地球温暖化対策の推進等）を行ってます。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回

答欄に番号を記入ください。 

安全・安心な暮らしの実現事業の存在について 

①  モニターになる前から知っていた 

②  モニターになってから知った 

③  知らなかった 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-9（1）（回答） 

 
  

① 9人

35%

② 14人

54%

③ 3人

11%

①モニターになる前から知っていた

②モニターになってから知った

③知らなかった
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問Ⅰ-9（2）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として安全・安心な暮らしの実現（保安林、治山事

業、地球温暖化対策の推進等）を行ってます。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回

答欄に番号を記入ください。 

安全・安心な暮らしの実現事業に対する関心について 

①  とても関心がありもっと知りたいと思う 

②  少々関心がある 

③  さほど関心が湧かない 

④  関心が無い 

⑤  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-9（2）（回答） 

 
  

① 16人

62%
② 10人

38%

③ 0人

0%

④ 0人

0%

⑤ 0人

0%

①とても関心がありもっと知りたいと思う
②少々関心がある
③さほど関心が湧かない
④関心が無い
⑤分からない
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問Ⅰ-9（3）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として安全・安心な暮らしの実現（保安林、治山事

業、地球温暖化対策の推進等）を行ってます。 

その他、安全・安心な暮らしの実現事業についてお考え（感想・指摘・提案・あり方・PR

方法等）がございましたらご記入ください。（自由記載欄） 

 

問Ⅰ-9（3）（回答）（主な意見） 

民間所有の森林は荒れ放題。もう少し民間と連携を。 

人々の暮らし・生活に一番関係が深く身近に感じる。 

地球温暖化防止には、CO2 を吸収する森林や植物を増やして維持する事が肝

要と思う。 

重要な取り組みであると思うが、一般の理解や周知が十分にできているとは

思えない。もっと幅広く広報され、理解が深まると望ましいであろう。 

治山でセメントを使わずに竹や杉でどうにかできないかな？と思う。 

広島県宮島の石積み砂防は見事に自然とマッチしていた。あのようなものを

木で出来ないのか。 

太陽光発電のパネルの設置にともない山の木が伐採されていて、災害に繋が

らないかと心配。山から海まで保安林の役目は大きいと知り勉強になった。 

従来からの治山事業に加え、近年は地球温暖化対策として、温室効果ガス削

減のための、森林整備やプラスチック等から木材利用の推進。また異常気象

が増えてきたことに対する森林の保安的機能の拡大が重要である事が分かっ

た。 

（次項へ続く） 
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問Ⅰ-9（3）（回答）（主な意見）（続き） 

近年、豪雨災害による被害が多発している。国有、共有、私有など様々な形

態がありながら、森林としては地続きとなっていることから、全体的な計画

と役割分担（得意・不得意分野）、経費負担（税・料・負担金・近年であれば

クラファンや投げ銭など）のあり方等、国土保全、国民の生命・財産を守る

といった観点で多くのステークホルダーが普段から繋がりを持ち続けること

が大事だと思う。 

自然環境を守るのは主体の人間が一番。 

平成 29 年の九州北部豪雨は甚大な被害をもたらしたが、流木による橋桁の

損傷などで JR が不通になったりした。大量の流木は水の流れのエネルギー

を増幅すると聞いた。山間部で手入れされていない山林から流れた流木も多

いらしい。もし、しっかり管理されていたならば、被害を少しは抑えられた

かもしれない。数十年から数百年に一度の異常気象がほぼ毎年起こるように

なった昨今だが、そもそも温暖化の一因には山林の荒廃がある。災害から身

を守るために何が必要かと問えば、すぐに、ダムを造るなどの大型工事に注

目しがちだが、森林は自然のダムであることを忘れてはいけない。 
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問Ⅰ-10（1）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として自然環境・生物多様性の保全（保護林・緑の

回廊、希少野生生物の保護、世界自然遺産等）を行ってます。選択肢から当てはまるもの

を１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

自然環境・生物多様性の保全事業の存在について 

①  モニターになる前から知っていた 

②  モニターになってから知った 

③  知らなかった 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-10（1）（回答） 

 
  

① 8人

31%

② 16人

61%

③ 2人

8%

①モニターになる前から知っていた

②モニターになってから知った

③知らなかった
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問Ⅰ-10（2）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として自然環境・生物多様性の保全（保護林・緑の

回廊、希少野生生物の保護、世界自然遺産等）を行ってます。選択肢から当てはまるもの

を１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

自然環境・生物多様性の保全事業に対する関心について 

①  とても関心がありもっと知りたいと思う 

②  少々関心がある 

③  さほど関心が湧かない 

④  関心が無い 

⑤  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-10（2）（回答） 

 
  

① 17人

65%② 8人

31%

③ 1人

4%

④ 0人

0%

⑤ 0人

0%

①とても関心がありもっと知りたいと思う
②少々関心がある
③さほど関心が湧かない
④関心が無い
⑤分からない
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問Ⅰ-10（3）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として自然環境・生物多様性の保全（保護林・緑の

回廊、希少野生生物の保護、世界自然遺産等）を行ってます。 

その他、自然環境・生物多様性の保全事業についてお考え（感想・指摘・提案・あり方・

PR 方法等）がございましたらご記入ください。（自由記載欄） 

 

問Ⅰ-10（3）（回答）（主な意見） 

子供に対して早いうちから災害に対する備えを教えてあげて欲しい。 

身近に感じることが余りないので関心度としては少ない。 

林野庁の取り組みを、小中学校の授業で広く紹介するなどが必要だろう。理

科の学習にもなって良いと思う。 

ニュースなどで話題になる機会も多いので、林野庁・森林管理局の活動につ

いて理解を得るきっかけにもなるであろうから、より多くの機会に情報発信

を進めるべきであろう。 

災害で山が崩れた後は杉ではなく自然と同じ木を植えて欲しい。 

世界遺産は、とても大事だし身近な所にも守っていかなければならない動植

物、保護林や緑の回廊等自治体関係機関や民間とも連携して守って行かなけ

ればならないなと感じた。 

失われつつある生物多様性について未来に残し、継承していくことが大切で

あり、世界自然遺産の地域やユネスコエコパークの地域の保全も大切である

事が分かった。 

屋久島が魅力的であり続けているのは、このような不断の取り組みが息長く

なされているからだと思う。成果が見えづらいルーチンワークであっても、

倦まず弛まず継続することは、自然の長期的な営みの中でとても大切なこと

だと思う。 

（次項へ続く） 
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問Ⅰ-10（3）（回答）（主な意見）（続き） 

今、イノシシやシカが人里へ出てくる。サルやクマもそんな動物が山で生活

できるように山奥に食料となる産物を提供できれば。そんな植林方法はない

ものか。 

少年自然の家に行って知った。施設の人から説明もあったのでとても大事と

思う。 

数年前の NHK の朝ドラで、山・海・気象が密接に繋がっていることを学

べ、とても興味を持てた。山の栄養分が海に流れ、海の生物を支えている。

逆に大雨などで山の土砂が一気に海に流れてしまうと海の生態系に悪影響を

与える。山の保水力が大切だ。 

環境省との住み分けがよくわからない。 
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問Ⅰ-11（1）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として持続的な林業の確立（森林整備事業、鳥獣被

害対策、林業の低コスト化等）を行ってます。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回

答欄に番号を記入ください。 

持続的な林業の確立事業の存在について 

①  モニターになる前から知っていた 

②  モニターになってから知った 

③  知らなかった 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-11（1）（回答） 

 
  

① 7人

27%

② 17人

65%

③ 2人

8%

①モニターになる前から知っていた

②モニターになってから知った

③知らなかった
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問Ⅰ-11（2）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として持続的な林業の確立（森林整備事業、鳥獣被

害対策、林業の低コスト化等）を行ってます。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回

答欄に番号を記入ください。 

持続的な林業の確立事業に対する関心について 

①  とても関心がありもっと知りたいと思う 

②  少々関心がある 

③  さほど関心が湧かない 

④  関心が無い 

⑤  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-11（2）（回答） 

 
  

① 12人

46%

② 13人

50%

③ 1人

4%

④ 0人

0%

⑤ 0人

0%
①とても関心がありもっと知りたいと思う

②少々関心がある

③さほど関心が湧かない

④関心が無い

⑤分からない
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問Ⅰ-11（3）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として持続的な林業の確立（森林整備事業、鳥獣被

害対策、林業の低コスト化等）を行ってます。 

その他、持続的な林業の確立事業についてお考え（感想・指摘・提案・あり方・PR 方法

等）がございましたらご記入ください。（自由記載欄） 

 

問Ⅰ-11（3）（回答）（主な意見） 

森林を守る人材育成に励んでいただきたい。 

日本の林業の現状を知るのに分かりやすい。 

鳥獣被害対策は深刻ときいている。 

放置山林や木材産出などの問題は確かに聞いたことがあるが、その時々だけ

で終わってしまい、継続的に関心を持つことは少ない。持続的な林業の確立

に向けた事業内容や効果についてもなかなか知る機会がない。多くの機会に

取り上げられ、広報されるようにできないであろうか。 

鹿が食べない木や草をまぜて植えたら林業も守られるのでは。 

鹿のワナの回（足と口を近づける習性）は面白かった。 

山や森や里山を整備していくことが、大切だが動植物を守りながら鳥獣被害

対策や間伐材の利用・造林等沢山の事に取組まないといけないことが勉強に

なった。また、捕獲した鹿など、動物園の屠体給餌に利用するなど出来ると

良いなと思う。 

（次項へ続く） 
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問Ⅰ-11（3）（回答）（主な意見）（続き） 

国有林だけでなく民有林も含めた、未来に残していくための地道な取組が大

切であると思った。 

山を買うまでには至らないが、荒れた山を見るにつけ何とかお手伝いができ

ないかと考えている。多様な働き方の一つの選択肢として、こういう暮らし

方もありますよと提示してあると、人生の選択肢として検討してくれる人も

増えると思う。 

とても大変だなと思った。先を見てするし、成長した時はその人はいないの

で大変。 

戦後、植林されたスギやヒノキなどの針葉樹は、需要の低迷や林業従事者の

後継者不足などで、放置された状態になっている。日本の国土の約７割が森

林なのだから、その手入れをきちんとしようと思えば、当然だが林業従事者

を増やさないといけない。 

森林環境税が個人住民税に加算される形で千円ほど徴収されると新聞記事で

読んだ。良いことだと思うが、現在、地方自治体に配分された資金の半分が

使われていないとも書いていた。せっかくの資金であり、元は税金なのだか

ら、行政にはしっかり智恵を絞ってほしい。 
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問Ⅰ-12（1）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として木材の安定供給・利用の推進（国有林材の安

定供給、民有林と連携した木材供給等）を行ってます。選択肢から当てはまるものを１つ

選択し回答欄に番号を記入ください。 

木材の安定供給・利用の推進事業の存在について 

①  モニターになる前から知っていた 

②  モニターになってから知った 

③  知らなかった 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-12（1）（回答） 

 
  

① 7人

27%

② 17人

65%

③ 2人

8%

①モニターになる前から知っていた

②モニターになってから知った

③知らなかった
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問Ⅰ-12（2）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として木材の安定供給・利用の推進（国有林材の安

定供給、民有林と連携した木材供給等）を行ってます。選択肢から当てはまるものを１つ

選択し回答欄に番号を記入ください。 

木材の安定供給・利用の推進事業に対する関心について 

①  とても関心がありもっと知りたいと思う 

②  少々関心がある 

③  さほど関心が湧かない 

④  関心が無い 

⑤  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-12（2）（回答） 

 
  

① 11人

42%

② 12人

46%

③ 2人

8%

④ 1人

4%

⑤ 0人

0%①とても関心がありもっと知りたいと思う

②少々関心がある

③さほど関心が湧かない

④関心が無い

⑤分からない
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問Ⅰ-12（3）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として木材の安定供給・利用の推進（国有林材の安

定供給、民有林と連携した木材供給等）を行ってます。選択肢から当てはまるものを１つ

選択し回答欄に番号を記入ください。 

その他、木材の安定供給・利用の推進事業についてお考え（感想・指摘・提案・あり方・

PR 方法等）がございましたらご記入ください。（自由記載欄） 

 

問Ⅰ-12（3）（回答）（主な意見） 

建築に関して一部でも国産の木材が使われるよう（使いやすい状況）になれ

ば良いと思う。そしてこれからも日本の林業技術を後世に引き継いでもらい

たい。 

安定供給ができるための関係機関との折衝や交渉を頑張って欲しい。 

問Ⅰ-11 と同様であろう。木材価格の話題が多いように記憶する。 

日本の木材が一番日本の気候に合ってると思うのでどんどん頑張って欲し

い。 

安い材木を大きな船で運んで CO2 を排出するより日本の材木を使うことは

大事な取り組みと思った。民有林との連携も大切な仕事だと思った。 

経済的な面から、安定供給と利用促進はもっと力を入れて取り組んでもらい

たい課題だと思う。 

材木以外での木材の活用が多様化してきているように思う。細かいニーズを

拾っていくことで新たな展開が生まれるのではないかと感じている。 

更なる活用の検討を期待する。 

（次項へ続く） 



- 28 - 

問Ⅰ-12（3）（回答）（主な意見）（続き） 

子供の小学校で、机の天板が木で卒業するまでその天板を使うというものが

あった。欲しい人は卒業でもらえるということ。とてもいいなと思った。 

木材自給率が上昇している。最低の時は 20％を切っていたが、今は 40％台

である。ここ 20 年で倍に増えていることはすばらしいと思う。安定供給を

考えれば、輸入材より国産材のシェアを拡げていく必要がある。 

国産材の特徴を生かした建築物を造るようにするべきである。 

 

  



- 29 - 

問Ⅰ-13（1）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として森林とのふれあい推進、地域との連携（レク

リエーションの森、森林環境教育等）を行ってます。選択肢から当てはまるものを１つ選

択し回答欄に番号を記入ください。 

※この内、「レクリエーションの森」については個別に設問Ⅱで詳しいアンケ－トが設定さ

れてます 

 

森林とのふれあい推進、地域との連携事業の存在について 

①  モニターになる前から知っていた 

②  モニターになってから知った 

③  知らなかった 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-13（1）（回答） 

 
  

① 5人

19%

② 17人

66%

③ 4人

15%

①モニターになる前から知っていた

②モニターになってから知った

③知らなかった
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問Ⅰ-13（2）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として森林とのふれあい推進、地域との連携（レク

リエーションの森、森林環境教育等）を行ってます。選択肢から当てはまるものを１つ選

択し回答欄に番号を記入ください。 

森林とのふれあい推進、地域との連携事業に対する関心について 

①  とても関心がありもっと知りたいと思う 

②  少々関心がある 

③  さほど関心が湧かない 

④  関心が無い 

⑤  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅰ-13（2）（回答） 

 
  

① 11人

42%

② 12人

46%

③ 1人

4%

④ 0人

0%

⑤ 2人

8%

①とても関心がありもっと知りたいと思う
②少々関心がある
③さほど関心が湧かない
④関心が無い
⑤分からない
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問Ⅰ-13（3）（質問） 

九州森林管理局の管理経営・取組事業として森林とのふれあい推進、地域との連携（レク

リエーションの森、森林環境教育等）を行ってます。選択肢から当てはまるものを１つ選

択し回答欄に番号を記入ください。 

その他、森林とのふれあい推進、地域との連携事業についてお考え（感想・指摘・提案・

あり方・PR 方法等）がございましたらご記入ください。（自由記載欄） 

 

問Ⅰ-13（3）（回答）（主な意見） 

自分の住む地域でもあると良いなと思う。 

地域との連携事業は森林とのふれあい推進にとって重要だと思う。 

森林をはじめとして自然の中と触れ合うお子さんたちが減ってきているの

で、森林事業の PR を学校などで積極的にするのが一手と思う。 

レク森の話は聞いたことがあるが、実際に利用したり、催事等に参加する機

会はなった。後者については開催の日時などに工夫の余地があるのではない

か。 

森林とのふれあい推進良いと思う。 

取り組みの中で一番身近な事と思った。 

子供たちにもっと参加してもらいたいし、親子三世代で楽しめるように整備

されると良いなと思った。 

ますます国民から求められてきていると思うので、そのような対象となる場

所を増やし、民間とも知恵を出し合い広報もしっかりやってもらいたいと思

う。 

森に親しむ関係人口が増えていくと、その人たちは将来的にも応援団として

期待できるようになると思う。森で楽しんだ記憶があると、自分の子供の世

代にもきちんと残していこうという気持ちが生まれ、保全事業等への理解が

得られやすくなるのではないか。 

（次項へ続く） 
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問Ⅰ-13（3）（回答）（主な意見）（続き） 

コロナも５類になるのでみんなに行って欲しいし自分も行きたいけど、見た

だけでは分かりにくい。 

日本の国土の約７割が森林なのだから、都会に住んでいても少し車を走らせ

ると森林にたどり着く。森林とふれあう機会は作りやすいと思う。私もよく

森林浴をするし、森林関連のイベントにも参加する。最近は親子で参加でき

る催しも多いが、そこで思うのが安全に対する意識が過剰だということだ。

子どもに怪我をさせたら主催者側の責任問題になるのは必至で、過剰になる

のもわからなくもないが、森林とのふれあいには少々の危険は当然という意

識は持っていた方がよい。 
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設問Ⅱ 「レクリエーションの森」および紹介ページ（ウェブサイト）について 

 

問Ⅱ-1（質問） 

国有林モニターになる以前、「レクリエーションの森」についてどの程度ご存知でしたか。

選択肢から当てはまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

①  その目的や所在などについて、よく知っていた 

②  九州内のいくつかのレクリエーションの森については、その存在を知っていた 

③  レクリエーションの森というものを耳にしたことがあった 

④  全く知らなかった 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅱ-1（回答） 

 
  

① 3人

11%

② 3人

12%

③ 9人

35%

④ 11人

42%

①その目的や所在などについて、よく知っていた

②九州内のいくつかのレクリエーションの森については、その存在を知っていた

③レクリエーションの森というものを耳にしたことがあった

④全く知らなかった
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問Ⅱ-2（質問） 

「レクリエーションの森」の役割として、何を期待されますか。選択肢から当てはまるも

のを選択（複数選択可）しボックスにチェック（☑）をお願いします。 

① □ 心身の癒やしや、安らぎの場としての役割 

② □ 自然と人とのかかわりを学ぶ、教育の場としての役割 

③ □ 登山やキャンプ、スキーなどのアクティビティの場としての役割 

④ □ 地域の観光資源としての役割 

⑤ □ 特にない 

⑥ □ 分からない 

⑦ □ その他 （自由記載） 

 

問Ⅱ-2（回答） 

 

⑦  その他：自然保護や健康増進 

  

22人

22人

12人

14人

0人

0人

1人

0人 5人 10人 15人 20人 25人

①心身の癒やしや、安らぎの場と

しての役割

②自然と人とのかかわりを学ぶ、

教育の場としての役割

③登山やキャンプ、スキーなどの

アクティビティの場としての役割

④地域の観光資源としての役割

⑤特にない

⑥分からない

⑦その他 （自由記載）
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問Ⅱ-3（質問） 

現在の「レクリエーションの森」の紹介ページをこれまでご覧になったことがあります

か。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

①  はい 

②  いいえ 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅱ-3（回答） 

 
 

  

① 15人

58%

② 11人

42%

①はい ②いいえ
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問Ⅱ-4（1）（質問） 

現在の「レクリエーションの森」の紹介ページに掲載されている情報について、どのよう

な印象を受けますか。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入くださ

い。 

情報量について 

①  多過ぎる 

②  多い 

③  適切 

④  少ない 

⑤  少なすぎる 

⑥  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅱ-4（1）（回答） 

 
  

① 0人

0%

② 2人

7%

③ 16人

55%

④ 5人

17%

⑤ 1人

4%

⑥ 5人

17%

①多すぎる ②多い ③適切

④少ない ⑤少なすぎる ⑥分からない
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問Ⅱ-4（2）（質問） 

現在の「レクリエーションの森」の紹介ページに掲載されている情報について、どのよう

な印象を受けますか。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入くださ

い。 

内容について 

①  分かりやすい 

②  どちらかというと分かりやすい 

③  どちらかというと分かりにくい 

④  分かりにくい 

⑤  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅱ-4（2）（回答） 

 
  

① 7人

27%

② 11人

42%

③ 6人

23%

④ 1人

4%

⑤ 1人

4%

①分かりやすい ②どちらかというと分かりやすい

③どちらかというと分かりにくい ④分かりにくい

⑤分からない
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問Ⅱ-4（3）（質問） 

現在の「レクリエーションの森」の紹介ページに掲載されている情報について、どのよう

な印象を受けますか。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入くださ

い。 

レイアウトについて 

①  見やすい 

②  どちらかというと見やすい 

③  どちらかというと見にくい 

④  見にくい 

⑤  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅱ-4（3）（回答） 

 
  

① 6人

23%

② 13人

50%

③ 4人

15%

④ 2人

8%

⑤ 1人

4%

①見やすい ②どちらかというと見やすい

③どちらかというと見にくい ④見にくい

⑤分からない
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問Ⅱ-5（質問） 

現在の「レクリエーションの森」の紹介ページについて、どのような点を改善すべきと思

われますか。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

①  掲載されている情報の量 

②  掲載されている情報の内容 

③  レイアウトやデザイン 

④  特にない 

⑤  その他 （                              ） 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅱ-5（回答） 

 

⑤  その他： 

・利用方法が欲しい。 

・冒頭の紹介文が文字は小さいし文章は長い。  

① 1人

4%

② 8人

31%

③ 6人

23%

④ 9人

34%

⑤ 2人

8%

①掲載されている情報の量 ②掲載されている情報の内容

③レイアウトやデザイン ④特にない

⑤その他
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問Ⅱ-6（質問） 

「レクリエーションの森」について、あなたはウェブサイトでどのような情報を知りたい

と思われますか。選択肢から当てはまるものを選択（複数選択可）しボックスにチェック

（☑）をお願いします。 

① □ 「レクリエーションの森」の目的や意義について 

② □ 各「レクリエーションの森」の特徴や見所について 

③ □ 各「レクリエーションの森」で体験できるアクティビティについて 

④ □ 各「レクリエーションの森」の場所やアクセスについて 

⑤ □ 各「レクリエーションの森」の施設や設備について 

⑥ □ 各「レクリエーションの森」のイベントなどの最新情報について 

⑦ □ 「レクリエーションの森」の利用上のマナーや注意点について 

⑧ □ 特にない 

⑨ □ 分からない 

⑩ □ その他 （自由記載） 

 

問Ⅱ-6（回答） 

 

⑩  その他：ポイントからポイントまでの所要時間やカロリー消費量 

  

8人

13人

14人

17人

17人

17人

6人

1人

0人

1人

0人 2人 4人 6人 8人 10人 12人 14人 16人 18人

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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問Ⅱ-7（1）（質問） 

「レクリエーションの森」を紹介するにあたり、どのようなウェブサイトが適切だと思わ

れますか。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

レイアウト・デザインについて 

①  シンプルで分かりやすい 

②  絵や図が多く、見ていて楽しい 

③  きれいな風景等の写真が多く掲載されている 

④  分からない 

⑤  その他 （                               ） 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅱ-7（1）（回答） 

 
  

① 8人

31%

② 9人

34%

③ 7人

27%

④ 1人

4%

⑤ 1人

4%

①シンプルで分かりやすい
②絵や図が多く、見ていて楽しい
③きれいな風景等の写真が多く掲載されている
④分からない
⑤その他
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問Ⅱ-7（2）（質問） 

「レクリエーションの森」を紹介するにあたり、どのようなウェブサイトが適切だと思わ

れますか。選択肢から当てはまるものを１つ選択し回答欄に番号を記入ください。 

掲載する情報の詳しさについて 

①  なるべく詳細な情報が知りたい 

②  必要最小限の簡単な情報のみでいい 

③  分からない 

回答欄：（    ） 

 

問Ⅱ-7（2）（回答） 

 
  

① 18人

69%

② 7人

27%

③ 1人

4%

①なるべく詳細な情報が知りたい

②必要最小限の簡単な情報のみでいい

③分からない
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問Ⅱ-8（質問） 

「レクリエーションの森」およびその紹介ページについて、お考え（感想・指摘・提案・

あり方・PR 方法等）がございましたらご記入ください。（自由記載欄） 

 

問Ⅱ-8（回答）（主な意見） 

「くまもと自然休養林」を見ていたがリンクで飛べる森林学習館のページ内

容が寂しすぎる。各教室ごとに写真でも入れて欲しい。 

自分の住んでいる周りにも結構「レクレーションの森」が、有るものだと感

じた。 

レクレーションの森については、雑誌や新聞、そして、テレビ/ラジオの情

報番組で各々取り上げて戴いたりすることが良いと思う。 

北九州自然休養林ページは、主峰や「役（えん）の行者」の事にも言及され

ていてます。すばらしい説明と思う。 

最初に開かれるページはシンプルで見やすいほうがいい。詳しい情報が知り

たいときもあるので、必要な情報がどこにあり、どうすればアクセスできる

かが分かりやすく説明されている必要がある。しばしば参照される情報でな

くとも直ちに集められるようにして欲しいところだ。 

遊歩道の名は知っていたが、「レクリエーションの森」という名前だったこ

とは知らなかった。「日本美しの森～お薦め国有林～（レクリエーションの

森）」だと分かりやすい。地図内番号をクリックしたら該当レク森ページが

見れる HP が分かりやすい。その他、地図と時間とアクセスとイベント等が

あると良い。 

レクリエーションの森、その紹介されている写真を見るだけでも気分も爽快

になる。 

（次項へ続く） 
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問Ⅱ-8（回答）（主な意見）（続き） 

レクレーションの森は、身近な所にあり利用したことがある。 

山から海まで動植物の保護管理しながらその自然のお裾分けを人間も楽しま

せてもらえる事はありがたいと感じた。 

それぞれの関係者の方々の思いを大切に利用しなければと思う。 

こうした場所の周知拡大や有効活用のために、ウォーキングイベントなどを

企画、実施してはどうか。民間や地方自治体、環境省等との連携も大切では

ないか。 

・おすすめの準備、何歳ぐらいがどの活動に適しているか、季節的にはいつ

が楽しめるか、周辺地域の見どころ、バリアフリーの対応状況はどうか（視

覚・聴覚・身体・知的など）等の情報があると良い。 

行ってもただ歩くだけでなく、スマホを使って参加出来るイベント等を。若

い子は「映える」のが良いのでそういうイベントや施設があるともっと身近

に感じるのでは。 

モニターになってから詳しく知ることが出来たが、一般の方々は漠然としか

知らないと思う。もっと身近に感じる様に、たとえば県や町の林務課、農林

振興課等を通しての公報等や、イベントなどの周知などによりさらに広く存

在を知らせる事が出来ると思う。 

風景林、風致探勝林という言葉を初めて知った。いくつか訪れたことがある

場所もあるが、初めて知る場所も多く魅力的である。思わずいくつかクリッ

クして見てみたがぜひ訪れてみたい。公共交通機関でのアクセス方法が記さ

れているのはとても良いが、実際は車でないとなかなか行くのは難しいだろ

うと思う。これらを訪れるツアーがあればうれしい。 

 


